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平成２９年度事業の報告 

 

１ 地域学習会「しまつのこころ楽考（がっこう）」 

食品ロスの削減をはじめとしたごみ減量への理解と 

実践を呼び掛ける啓発活動の一環として， 

「ごみ減量について楽しく考えよう」をコンセプトに 

平成２９年６月から開始した。 

  ＜平成３０年１月末現在 ２５５回実施＞ 

 

２ フードバンク等活動支援助成制度 

フードバンク活動をはじめとした食品ロス削減の取組を支援するとともに，それらの取

組を行う団体に対する市民，事業者の皆様の認知度向上や食品ロス削減に向けた機運の醸

成を目的として，「京都市フードバンク等活動支援助成制度」（上限５０万円，１／２助成）

を創設した。 

＜交付対象団体（平成３０年２月末現在）＞ 

・特定非営利活動法人コンシューマーズ京都 

・フードバンク京都 

・特定非営利活動法人セカンドハーベスト京都 

・京都生活協同組合 

 

３ 販売期限の延長による食品ロス削減効果に関する調査・社会実験について 

  →【資料６－１，６－２】参照 

 

４ ２Ｒの取組の実践によるごみ減量効果の検証調査 

平成２８年度に引き続き，次の取組による食品ロス削減効果の検証調査を行う。 

・宴会での３０・１０（サーティ・テン）運動の実施（平成２８年度から継続） 

・修学旅行夕食における，声掛けの実施 

・食品スーパーにおける見切り商品購入促進（POPの掲示等）（平成２８年度から継続） 

現在，結果の取りまとめ中のため，今後，循環型社会・ごみ半減をめざす 条例・プラ

ン推進部会及び廃棄物減量等推進審議会において報告する。 

【資料４】 
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５ バイオマスポリエチレンを活用した有料指定袋製造の本格実施 

バイオマスポリエチレン（サトウキビの非可食部等から生成）を使

用する取組を試行実施し，ＣＯ２削減に効果が認められること，強度等

の品質に問題が無いことが確認できたため，全種類の有料指定袋に拡

大，本格実施を行う。 

・平成３０年７月以降，順次，販売開始 

・バイオマスポリエチレンの混合率１０％ 

・実施による年間ＣＯ２排出量の削減効果（試算）約５００トン 

 

６ 小型家電リサイクル資源の活用～京都マラソン金メダル制作から文化財の保全・再生へ～ 

小型家電リサイクルにより回収した「金」を１００％使用して，京都マラソン２０１８

大会の金メダルを作成し，優勝者に贈呈した。（平成３０年２月１８日）本取組の効果に

より，前年度比＋２０％の回収量増加につながっている。 

  ＜回収量：H２８年度 １４８トン，H２９年度 １８０トン（見込）＞ 

今後，祇園祭山鉾の金工品（金装飾品）等の文化財の保全・再生に活用する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 環境にやさしい「京都エコ修学旅行」 

２８年度の取組に引き続き，修学旅行で本市に宿泊する学校を対象に， 

①歯ブラシの持参 

②エコバッグを携帯し，レジ袋や紙袋を辞退 

③食事はできるだけ食べきり 

の３つの取組を実践していただく学校を募集し，エコバッグを配布している。 

２９年度は，新たに学校独自のアイデアでエコな取組を実施する「エコ・アクション＋１

（プラスワン）」も合わせて募集したところ，３８校からエコな取組についての実施報告

が寄せられ，清掃活動やごみの分別，旅行のしおりのペーパレス化などを実践した６校を

優秀賞に選定し，表彰した。 
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＜参加実績（平成２９年度）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ ごみ減量緊急対策 

ごみ半減をめざす「しまつのこころ条例」の施行から１年半が経過した今年度になり，

ごみ減量ペースが大幅にダウンしたことを受け，２９年１０月～１１月には緊急対策とし

て，以下の取組を実施した。 

 

⑴ 早朝のごみ排出定点等における啓発・指導 

実績：各回５６名が啓発・指導に従事（延べ４４８名） 

    定点及びチラシ配布数：１，８３７定点，１１，２２２枚  

⑵ 排出事業者への指導強化 

実績：１４４事業者を訪問指導 

⑶ 持込ごみの指導強化 

 実績：９回（平成２８年度：２回） 

⑷ マンションへの分別指導の強化 

 実績：対象となる２９棟全ての管理組合に，コミュニティ回収勧奨を実施 

⑸ 市民しんぶん区版挟み込みなど周知・広報の強化・徹底 

 実績：市民しんぶん区版挟み込み（区版１０月１５日号）や排出事業者への広報誌「ご

みゅにけーしょん」（１１月発行の３０号）によりごみ減量の行動・実践につな

がる取組周知を実施。各まち美化事務所を中心に周知・啓発を実施。 

参加校の 

属性 

参加校数 

（昨年度） 

エコ・アクション＋１

参加校 

エコバッグ配布枚数 

（昨年度） 

小学校 148 校（166 校） 19 校 9,905 枚（11,968 枚） 

中学校 82 校 （68 校） 18 校 9,753 枚 （7,699 枚） 

高等学校 3 校 （2 校） 1 校 408 枚  （376 枚） 

特別支援学校 0 校 （1 校） 0 校 0 枚  （13 枚） 

計 233 校（237 校） 38 校 20,066 枚（20,056 枚） 
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【関連新聞記事】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１１月２４日 読売新聞（朝刊） 
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平成３０年１月２１日 

毎日新聞（朝刊） 

平成３０年３月２日 

京都新聞（夕刊） 
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平成３０年１月１８日 

京都新聞（朝刊） 

平成３０年２月９日 

京都新聞（朝刊） 
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広 報 資 料 

平成３０年３月１４日  

京 都 市 環 境 政 策 局  

担当：循環型社会推進部ごみ減量推進課   

電話：２１３－４９３０  

              

 

環境にやさしい「京都エコ修学旅行」 

新企画 「エコ・アクション＋１」の受賞校が決定しました！ 
 

 京都市では，２Ｒの取組を全国に発信し，観光関連のごみ減量につなげるため，修

学旅行時の①歯ブラシ持参②エコバッグの携帯③食事の食べキリの３つの取組の実

施を宣言していただいた学校に，エコバッグを提供（年間予定数２万枚）する環境に

やさしい「京都エコ修学旅行」を平成２８年度から実施しています。 

平成２９年度も２３３校（高校３校，中学校８２校，小学校１４８校）に御参加い

ただき，１２月下旬にはエコバッグの提供数が予定数に達するなど，大変好評いただ

いております。 

今年度から，優れた独自のエコな取組を実施した学校を表彰する「エコ・アクショ

ン＋１（プラスワン）」について募集を行ったところ，修学旅行中のごみの分別や清

掃活動（観光地等でのごみ拾いなど），マイボトル持参，節電・節水など，３８校か

ら応募がありました。 

この度，これらの中から優れた取組を実施された６校（高校１校，中学校３校，小

学校２校）を，優秀賞に選定しましたので，下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

１ 受賞校 

  青森県立むつ工業高等学校（青森県） 

鹿沼市立粟野
あ わ の

中学校（栃木県） 

福岡市立城西
じょうせい

中学校（福岡県） 

 田川
た が わ

市立田川
た が わ

中学校（福岡県） 

岡崎市立山中
やまなか

小学校（愛知県） 

  刈谷市立住吉
すみよし

小学校（愛知県） 

 

２ 表彰について 

 受賞校には，表彰状（みやこ杣木木製銘板）と記念品（書籍２万円分）を贈呈し

ます。 

 

３ 応募の状況等 

 (１) 募集期間（実施報告書の提出期間） 

平成２９年９月から平成３０年１月まで 

 

 

修学旅行中に， 

エコな活動に取り組んでい

ただきました！ 
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（２）応募総数  

３８校（高校１校，中学校１８校，小学校１９校） 

 

（３）受賞校の選定 

修学旅行中の取組の内容に加え，取組の決定や情報発信に生徒・児童の主体的

な関わりが見られる６校を受賞校に選定しました。 

 

【受賞校６校の取組概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県立むつ工業高等学校（青森県） 参加生徒数１３９名 

＜取組内容＞ 

・マイ箸持参 

・マイ箸の使用により不要とな

った割り箸の返還式の実施 

・旅行のしおりＰＤＦ化による

紙ごみ削減 

 

 

鹿沼市立粟野中学校（栃木県）              参加生徒数７９名 

 ＜取組内容＞ 

・ごみの分別（宿泊施設，新幹線内），ペ

ットボトルキャップの持ち帰り 

・宿泊先，周辺道路での清掃活動 

・節電（消灯時間を３０分早める） 

・文化祭での他学年，保護者へ取組内容の

発信 

 

福岡市立城西中学校（福岡県）             参加生徒数２１２名 

＜取組内容＞ 

・マイ箸持参 

・「エコチャンス」によるマイ

箸使用のタイミングの共有（マ

イ箸を使用するタイミングを

「エコチャンス」と名付け，事

前の説明会で実践を呼び掛け）             

 

 

 ごみの分別，清掃活動 

 

取組内容の発信     

 

 

旅行のしおりＰＤＦ化 旅館への割り箸返還式 

 

マイ箸使用の様子 

 

事前の説明会での呼び掛け    
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田川市立田川中学校（福岡県）              参加生徒数４８名 

 ＜取組内容＞ 

・修学旅行中のごみ分別 
・宣言書の読上げ，エコバッグ贈呈式によ

る意識の高揚 

 

 

岡崎市立山中小学校（愛知県）              参加児童数４４名 

＜取組内容＞ 

・班別分散学習中のごみ拾

い，宿泊先でのごみの分別 

・食べ残しを減らすための試

食の自粛 

 

 

 

刈谷市立住吉小学校（愛知県）              参加児童数８７名 

 

 

＜取組内容＞ 

・修学旅行中のエコ活動をまとめたハガキ

新聞（エコハガキ新聞）の作成による全校

児童への情報発信 

 

班別学習中のごみ拾い 

 

エコバッグ 

 

宣言書の読上げ 

贈呈式 

 

作成されたハガキ新聞 


